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～大阪環状線弁天町新駅舎など～



はじめに 2

尼崎

新大阪

大阪

中之島

弁天町

桜島

天王寺

舞洲

コスモスクエア

谷
町
線

四
つ
橋
線

堺
筋
線

谷
町
線

鶴橋

森ノ宮

京橋

新今宮

谷町四丁目堺筋本町本町阿波座

片町線

緑橋

桜島駅シャトルバス

西九条

淀川左岸線
（2期）③

JRゆめ咲線
（鉄道＋シャトルバス）

②
Osaka Metro

中央線①

万博会場への駅シャトル
バス発着予定駅（9か所）

【凡例】

尼崎
会場外駐車場
（P＆R）（3か所）

伊丹空港 直行バス出発場（2か所）

大阪

３つの主要ルート
①Osaka Metro中央線（鉄道）
（弁天町駅 OM線との乗換）

②JR桜島線（鉄道＋シャトルバス）
③淀川左岸線（２期）
（新大阪駅、大阪駅のシャトルバス）

夢洲



事業概要（万博アクセス輸送に向けた当社の取組） 3

①

②

③



本事業を実現させた技術一覧 4

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 5

大阪

西九条桜島

本町夢洲

UC

うめきた

新大阪

OMルート

駅間総乗車人数

31,000 人/時
（混雑率193%）

（万博）23,500人/時

駅間総乗車人数

16,500 人/時
（混雑率
102%）

（万博）11,300 人/時

（万博） 1,900 人/時

万博来場者

乗換人数

14,000 人/時

〔地下鉄中央線〕

（万博）7,900人/時

（万博）6,100 人/時

至朝潮橋 至九条

〔シャトルバス〕

〔JR環状線〕

〔JR環状線〕

弁天町駅
乗換

イメージ
(ﾋﾟｰｸ時)

■OM中央線は万博輸送におけるメインルート
■当社として弁天町駅は最大の乗換拠点駅

弁天町



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 6

①南口では大量の来場者を処理できず、 ホーム上に旅客が溢れる

②乗換動線上に上下移動（段差）が多く、滞留スペースが確保できない

万博開催時の乗換安全性

双方の課題を解消する駅改良を検討

大正方
西九条方

■乗換利用者：(既存)0.5万人 ⇒ (万博時）1.7万人（3.4倍）



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 7

（OsakaMetro）ﾎｰﾑ階

E
V

（東口）
ﾍﾞｲﾀﾜｰ
連絡橋

国道
43号

（JR）ﾎｰﾑ階

E
V

１階

中２階

２階

３階

４階

北口
改札

E
V

項目 現行

改札口数
2か所

南口、北口

自動改札通路数 11通路

JR・OM弁天町駅断面図（改良前）

南口
改札

[設備計画]



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 8

E
V

（東口）
ﾍﾞｲﾀﾜｰ
連絡橋

国道
43号

（JR）ﾎｰﾑ階

E
V

内回り
ホーム改札 E

V

新北口新南口

上り 下り

１階

中２階

２階

３階

４階

E
V

現行 万博期間中

改札口数

2か所 5か所（＋3）

南口、北口
南口、北口、新南口、新北口、
内回りホーム口

自動改札通路数 11通路 28通路（＋17）

JR・OM弁天町駅断面図（改良後）

（OsakaMetro）ﾎｰﾑ階

北口
改札

南口
改札

[課題①]南口では大量の来場者を処理できず、 ホーム上に旅客が溢れる
          ⇒改札口を3箇所新設（新北口、新南口、内回りホーム口）、全体通路数2.5倍



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 9

E
V

（東口）
ﾍﾞｲﾀﾜｰ
連絡橋

国道
43号

（JR）ﾎｰﾑ階

E
V 連絡通路

E
V

（新北口）（新南口）

上り 下り

１階

中２階

２階

３階

４階

（現南口）

（現北口）

E
V

現行 万博期間中

改札口数

2か所 5か所

現南口、
現北口

現南口、現北口、新南口、
新北口、内回りホーム口

自動改札通路数 11通路 28通路

（OsakaMetro）ﾎｰﾑ階

内回り
ホーム改札

[課題②]乗換動線上に上下移動（段差）が多く、滞留スペースが確保できない
⇒上下移動（段差）なしでJR⇔OMへ乗換が可能な連絡通路を整備

JR・OM弁天町駅断面図（改良後）



(4)喜ばれる技術 ー１ 弁天町駅連絡通路新設ー 10

連絡通路
（Osaka Metro 弁天町駅東口に接続）

新駅舎改札口
（南・北）

新駅舎・新改札口

①南口では大量の来場者を処理できず、 ホーム上に旅客が溢れる

②乗換動線上に上下移動（段差）が多く、滞留スペースが確保できない

①改札口の増設＋JR⇒OMの乗換誘導計画によりホーム上への滞留リスクが低減

②フラットに乗換が可能な連絡通路整備により、階段等での滞留リスクが低減



本事業を実現させた技術一覧 11

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(3)成し遂げた技術 ー弁天町駅連絡通路新設工事ー 12

乗換安全性確保を目的とした連絡通路の新設工事

【工事実施にあたっての課題】
・多数の架空線等の支障移転が必要（合計16本）
・既存道路や駅前広場等の交通動線確保のうえ工事ヤードの確保

大正方
西九条方外回りホーム

内回りホーム

JR弁天町駅

OM既設通路
ホーム改札(3階)

OM
東改札

連絡通路 JR用地

駅前広場



(3)成し遂げた技術 ー弁天町駅連絡通路新設工事ー 13

新設（延伸） 撤去 絶縁防護

① 6KV CV-T 38sq FSN
1/31夜、2/5夜、2/8夜

2/9夜、2/14夜
2/14夜 ◯

DSN
1/31夜、2/5夜、2/8夜

2/9夜、2/14夜
◯

関西電力 2/14夜

DSN
1/31夜、2/5夜、2/8夜

2/9夜、2/14夜
◯

関西電力 2/14夜

④ 0.4-30CFS-R（メタル） NTT ◯ 切替時間：1:30~3:30（目安）

⑤ TD-8-E-FR NTT ◯

⑥ TD-4-E-FR NTT ◯

⑦ TD-1-E-FR（光電話） NTT ◯

⑧ オプテーシ゛ オプテーシ゛ 1/31昼

⑨ NTT NTT 3/8夜に切替と撤去 切替時間：1:30~3:30（目安）

国道事務所 改修不要 Step-1：引込口配線改修

関西電力 2/14夜 Step-2：架空にて延伸

JR西日本 2/21昼 Step-1：補助開口までの配線新設

関西電力 3/19昼 Step-2：架空延伸

 ⑪’ JR西日本 3/19昼 Step-3：配管撤去

⑫ 駐輪場精算 関西電力 3/19昼 切断

⑬ NTT NTT

⑭ 公衆トイレ 関西電力

⑮ docomo NTT

⑯ 工事用仮設照明 関西電力

試験堀り

付帯設備撤去

既設電柱撤去

★ 連絡通路架設 JR西日本

★ 関西電力

3/12昼

3/22夜

3/24夜

備考

2/14夜

3/18夜に準備・3/19夜に切替と撤去

施工日

4/5夜、4/6夜

3/7夜に準備・3/8夜に切替と撤去

2/14夜

3/18夜に準備・3/19夜に切替と撤去

3/18夜に準備・3/19夜に切替と撤去 切替時間：1:30~3:30（目安）

施工者

② 600V CV-T 100sq

③ 600V CV-T 60sq

⑪
照明（建設局）

⑩ 照明（国道事務所）

番号 ケーブル名

弁天町駅 架空線現地状況(工事着手前) 支障移転時期調整リスト

全16本の架空線について
・施工者・施工日（新設・撤去・絶縁防護）を一元管理した
「支障移転時期リスト」を作成
・各管理者と進捗を都度共有し、計画通りの移転を確実に実施

連絡通路新設工事の

工程遅延リスクを低減

架空線支障移転

JR弁天町駅

内回りホーム

大正方
西九条方



(3)成し遂げた技術 ー弁天町駅連絡通路新設工事ー 14

工事ヤードの確保

ヤード計画

連絡通路新設工事に必要な工事ヤードは、既存の駅前広場や道路

各管理者と協議のうえ、駅前広場等の交通動線を切り回し、工事ヤードを確保
→道路は常時通行止め不可であり供用させた状態の維持が必要。
 桁架設等に限りのみ夜間通行止め可能として施工を実施

工事着前

連絡通路
駐
輪
場

歩
道

歩
道

駅前広場

駐
車
場

駅前広場

施工ヤード(南) ：駐輪場移転、歩道縮小
施工ヤード(中央) ：駅前広場縮小
施工ヤード(北) ：駐車場縮小



(3)成し遂げた技術 ー弁天町駅連絡通路新設工事ー 15

工事ヤードの確保

桁架設状況

歩道

工事ヤード

【通行止め】

歩道②③、車道①

歩
道
①

JR弁天町駅

【通行止め】
歩道①

【通行止め】

歩道①

【通行止め】

なし

通行止め
通行止め

通行止め

桁架設状況

【写真①】
桁架設完了



本事業を実現させた技術一覧 16

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(1) 新しい技術 17
BIM/CIMモデルの活用による
最適な階段形状の決定

弁天町駅：既設ホームへの階段新設に伴う課題
・旅客流動のために、ホーム幅員への支障を最小とする位置への階段配置が必要。
・ホーム柵の追加荷重があり、上記に伴うスラブ耐力の低下を最小限とする必要あり。

・BIMモデルを作成し、階段空頭と高架橋梁ハンチ・スラブとの干渉を検証
→階段を斜め配置とし、かつホーム階での階段の外壁寄せを実現
→ホーム有効幅員の最大化と、スラブ撤去範囲の最小化を実現

ホーム幅員の最大化
(+約400mm)

スラブ開口範囲(見直し前)

スラブ開口範囲(見直し後）

▲用地境界

既設ホーム

▲ホーム端

斜め配置の階段

BIMモデルによる
躯体干渉の確認

ホーム階平面図(上図) 
階段平面図(下図)



本事業を実現させた技術一覧 18

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(2) 使える技術 19
弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への
添架による構造の最適化

▽ホームスラブ

既存高架橋への支持
（見直し後）

階段基礎・柱（見直し前）

階段(新設)

高架下店舗

駅事務室

・構造を見直し、既設高架橋へ添架することによる構造の最適化を実施
→階段基礎･柱工事を削減することで、工期短縮を実現しながら、
かつお客様にとってご利用しやすい空間を実現

柵外
コンコース

階段断面図

弁天町駅：階段基礎･柱の構造的課題
・階段構造を既設高架橋と別構造とする事が一般的であるが、工程遅延のリスクあり

高架橋への添架箇所の
イメージ



本事業を実現させた技術一覧 20

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



本資料の著作権は西日本旅客鉄道株式会社が保有します。弊社の許諾なく本資料の一部、もしくは全部の複製、転載、撮影等を行うことを禁止します。

内回りホーム

外回りホーム

連絡通路

内回り改札

1F 新南口改札

既存南口改札

(2) 使える技術 21
弁天町駅改良の旅客流動の検証
（イベント需要による駅改良）

旅客流動の検証



(2) 使える技術 22
弁天町駅改良の旅客流動の検証
（イベント需要による駅改良）

①シミュレーションと段階誘導
混雑時間帯にて、シミュレーションにより混雑発生箇所を特定し、
滞留が発生する状況を想定
→連絡デッキと通路の交差部・連絡デッキ内にて滞留発生
→混雑した場合に、誘導方法を切り換え、3段階での誘導を検討

8:50

8:00

8:30

シミュレーションでの様子（通常時朝ラッシュ） ８時台 乗り換え客数：約6,300

8:10 8:20

8:40

弁天町駅：万博開催期間中(=イベント需要)の駅改良について、旅客誘導の動線
計画と誘導計画を策定



(2) 使える技術 23
弁天町駅改良の旅客流動の検証
（イベント需要による駅改良）

②ハード整備面と、駅と協働してソフト整備に踏み込んだ取り組みを実施



(2) 使える技術 24
弁天町駅改良の旅客流動の検証
（イベント需要による駅改良）

③トレースの実施：万博開幕初日（25/4/13）の状況について

開幕日朝ラッシュ（休日）

〇交差合流箇所や往来箇所は
滞留や衝突は発生せず

×改札手前の精算機の徒列
で流動が遮られる

〇床と壁サインにマークを併設し、
誘導員のいないエリアでも案内可能

〇サインと誘導員に従い降車するお客様が流れ、誘
導計画通り流動を確認。内回りでは８割以上がホー
ム上改札から出場し、サインと誘導員の効果あり。

８時台 乗り換え客数：約3,300



(2) 使える技術 25
弁天町駅改良の旅客流動の検証
（イベント需要による駅改良）

〇精算機徒列が壁際に並ぶ電車到着から1分程度電車到着から30秒程度

振り返り

・駅に対しシミュレーション動画にて、空間イメージと混雑状況を共有

・駅舎外の動線について流動面のボトルネック箇所を把握し、滞留スペースと

混雑時の動線の対応を事前に決め、駅員による旅客流動の切換をスムーズに実施

・開放的な空間とわかりやすいサインを整備し、お客様が行先を視覚的に

判断しやすい状況

7/4(金)朝ラッシュ:8時台の出場：計7,371人

旅客流動について問題ない状態を確認

③トレースの実施： 7月時点の状況と検証結果について



本事業を実現させた技術一覧 26

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(4) 喜ばれる技術 27桜島駅改良工事

工事前の状況(ホーム端) 仮設通路

仮駅舎（出場専用）

既設
ホーム

仮設通路仮駅舎

桜島駅 平面図(上図)
 断面図(下図)

桜島駅：出場専用の仮駅舎の整備
・既設ホーム端部へ仮設通路と出場専用の仮駅舎を整備し、乗り換え時の安全性と
利便性を向上させた。



本事業を実現させた技術一覧 28

技術分類 技術の概要
発表
順序

施工
場所

（１）新しい技術  BIM/CIMモデルの活用による最適な階段形状の決定 ③

弁
天
町
駅

（２）使える技術

１ 弁天町駅改良 新設階段の既設高架橋への添架による構造の最適化 ④

２ 弁天町駅改良の旅客流動の検証（イベント需要による駅改良） ⑤

（３）成し遂げた技術  弁天町駅連絡通路新設工事 ②

（４）喜ばれる技術

１ 弁天町駅連絡通路新設 ①

２ 桜島駅改良工事 ⑥
J
R
ゆ
め
咲
線

３ JRゆめ咲線輸送力強化のための西九条駅付近における渡り線新設 ⑦



(4)喜ばれる技術 29
ー３ JRゆめ咲線輸送力強化のための

西九条駅付近における渡り線新設ー

特急との線路競合

5分40秒～8分10秒間隔運転 ⇒９本/時

■現状ダイヤ

１＃（上下貨物線）

野田

西九条
弁天町

2＃（通過線）

5＃（内回り）

3＃（外回り）新
大
阪
方

環状第３線

環状内回り線
環状外回り線

大
阪
方

特急（はるか・くろしお） ゆめ咲線

桜島線列車と特急が線路競合

4＃（桜島線）

桜島方

天
王
寺
方

線路競合により折返しダイヤが不均等



(4)喜ばれる技術 30
ー３ JRゆめ咲線輸送力強化のための

西九条駅付近における渡り線新設ー

改良後

7:30 8:007:40 7:50 8:308:10 8:20

西九条

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾃｨ

桜島

⑤ ⑥ ⑦ ⑩① ② ③ ④ ⑨⑧ ⑪ ⑫

■設備改良後の輸送計画（最大設定）

新大阪

5分間隔運転（直通運転含む）
９本／時（乗車率１７０％） ⇒ １２本/時（乗車率１２５％)

野田

西九条
弁天町

新
大
阪
方

環状第3線

内回り線
外回り線

大
阪
方

ゆめ咲線渡り線新設による特急との線路競合解消 場内信号機の個別制御化
による運転間隔の短縮

１＃（上下貨物線）

2＃（通過線）

5＃（内回り）

3＃（外回り）

4＃（桜島線）

特急（はるか・くろしお）



(4)喜ばれる技術 －その他の取り組み－ 31

多様な鉄道サービスによる利便性向上

大阪環状線 暑熱対策
（ファンミスト）

弁天町駅の設置状況

鶴橋駅の設置状況

JR WEST Parade Train

可動スロープ

設置駅：新大阪駅、桜島駅



(4)喜ばれる技術 －その他の取り組み－ 32

〇モルタル系3Dプリンターベンチ
スエル(据える/Swell) 

〇モルタル系3Dプリンタープランター
ウエル(植える/Well) 

〇金属系3Dプリンター ベンチ
ルーレベンチ(Roule)

環境負荷軽減の取組み推進

桜島駅弁天町駅

弁天町駅



おわりに 33
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